
事務事業評価（平成２７年度に実施した事務事業）

部 所属名 款 項 目 事務事業名 事業の目的 判定理由 備考

272 健康増進課 04 01 02 85 啓発物配付人数 人 1,500 1,500 － 継続

273 健康増進課 04 01 02 ★ 初期救急医療体制整備事業 4,636 ％ 25 25.5 25 継続

274 健康増進課 04 01 02 救急医療体制強化促進事業 15,593 日 365 366 365 継続

333 総務部 財政課 04 04 01 湖西市立病院事業繰出金

病院事業会計等に対し、負担金などを繰出する。

1,016,400 繰出額 1,000,000 1,016,400 1,016,400
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健康福祉
部

地域医療対策事業
（Ｈ28年度から254.255の事業
と統合する）

医療機関相互の連携強化、役割分担の明確化に
より、実情に即した救急体制と保健・福祉と連携し
た医療体制を確立していく。

市民に医療機関の正しい受診方法等、パンフレット・啓発用品
などを用いて周知する。

・救急の日に医療機関の正しいかかり方の啓発事業が台風の
ため中止となり、9月27日の健康まつりと11月のＫトラまつりに
参加者に啓発活動をした。

Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

年に１度ではあるが救急の日に合わせて他組織
と連携して適正受診を啓発出来る事業です。平
成28年度は、予算化せず、日常業務の中で啓発
していく

Ｈ28年度から254　・255の事業と統合する

健康福祉
部

・救急医療体制を整備して、市民が安心して生活
できるようにする。

・開業医が輪番制で休日・祝日の昼間診療をし、救急体制を確
保する。
※平成28年度より地域医療対策事業に統合。

・市内25医療機関の輪番制により、休日祝日年間72日の救急
医療業務を行った。
・患者数は、4,425人だった。

利用者のうち緊急性が低い
人の割合 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

湖西市医会は輪番制で救急医療業務を実施して
いて市民は助けられている。しかし、受診者が救
急でなくても受診しているため、コンビニ受診をし
ないように啓発が必要となる。

Ｈ28年度から254　・255の事業と統合する

健康福祉
部

救急医療の体制が整備されない夜間救急の対応
部分について実施している医療機関に財政支援
を行い、夜間救急医療の場を確保する。

浜名病院に対する休日夜間救急医療事業補助を行う。
※平成28年度より地域医療対策事業に統合。

救急医療体制として夜間366日と休日昼間72日。
休日夜間救急医療実施日
（年間夜間救急）浜名病院
Ｈ２３．7月から開始

Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ
救急医療の必要性がある中、民間病院である浜
名病院が請負って救急医療を実施している。

Ｈ28年度から254　・255の事業と統合する

病院事業が健全な運営をできるよう繰出しを行う
。

病院事業に要する経費等について、地方公営企業法の規定
による負担及び営業助成などを湖西病院に支出した・
・病院事業会計繰出金　1,000,000,000円
・医学修学基金繰出金　　  16,400,000円　

千
円 Ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ｂ

地方公営企業法の全部適用となり、独立採算を
基本に運営すべきであるが、繰出基準に基づい
た繰出金を支出する。営業助成については、将
来的には０円とする。
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